
 

 

    

                                                     

( 
は 
じ 
め 
の 
あ 
い 
さ 
つ 
︶ 

( 
は 
じ 
め 
の 
あ 
い 
さ 
つ 
︶ 

( 
は 
じ 
め 
の 
あ 
い 
さ 
つ 
︶ 

【
話
し
合
い
の
様
子
︼ 

※
①
白
石(

司
会)

・
②
白
石(

司
会)

・
③
白
石(

司
会)

の
発
言
の
内
容
は
、
問
い
と
関
係
が
あ
り
ま
す
。 

 

月 
 

日 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

六
年
生
の
白
石
さ
ん
の
学
級
で
は
、
中
学
校
で
の
学
習
や
生
活
へ
の
準
備
を
す
る
た
め
に
、
中
学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、「
学
習
」・「
部
活
動
」・「
学
校
行
事
」・「
生
徒
会
活
動
」
の
四
つ
に
分
け
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
行

い
ま
す
。
次
は
、
白
石
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
が
、「
部
活
動
」
に
関
す
る
質
問
の
内
容
を
話
し
合
っ
て
い
る
様
子
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、

あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。 

 

 

～
（
部
活
動
に
関
す
る
質
問
を
出
し
合
っ
て
い
る
）
～ 

白
石(

司
会) 

 

こ
こ
で
一
度
、
出
さ
れ
た
質
問
を
順
番
に
確
か
め
て
み
ま
す
。 

 

１ 

部
活
動
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。 

２ 

部
活
動
は
、
土
曜
日
も
日
曜
日
も
あ
る
の
か
。 

３ 

そ
れ
ぞ
れ
の
部
に
は
、
何
人
ま
で
入
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。 

４ 

人
数
が
一
番
多
い
部
は
、
何
人
い
る
の
か
。 

５ 

部
活
動
は
、
何
時
か
ら
何
時
ま
で
行
う
の
か
。 

 

①
白
石(

司
会) 

 

こ
の
五
つ
の
質
問
は
、
二
つ
の
ま
と
ま
り
に
分
け
ら
れ
そ
う
で
す
。
一
つ
は
、「
部
活
動
の
種
類
と
人
数
に

関
す
る
質
問
」
で
、 

Ａ 

〔 
 

〕・〔 
 

〕・〔 
 

〕 
が
当
て
は
ま
り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、「
部
活
動

の
曜
日
と
時
間
に
関
す
る
質
問
」
で
、 

Ｂ 

〔 
 

〕・〔 
 

〕 

が
当
て
は
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
質
問
は

ま
と
め
ら
れ
そ
う
で
す
の
で
、
あ
と
で
整
理
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。
そ
れ
で
い
い
で
す
か
。 

全
員 

 
 
 
 

は
い
。 

白
石(

司
会) 

 

そ
れ
で
は
、
質
問
を
し
た
い
内
容
を
続
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

～
（
質
問
が
出
し
つ
く
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
先
生
か
ら
助
言
が
入
る
）
～ 

先
生 

 
 
 
 

こ
の
資
料
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、
中
学
校
の
生
徒
会
が
、 

「
部
活
動
に
対
す
る
満
足
度
」
に
つ
い
て
、
中
学
二
年
生
と
中
学
三 

年
生
を
対
象
に
調
査
し
た
結
果
を
ま
と
め
た
グ
ラ
フ
で
す
。
質
問
を 

考
え
る
際
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

②
白
石(

司
会) 

 

先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
資
料
を
も
と
に
す
る
と
、 

中
学
生
に
ど
ん
な
質
問
が
で
き
そ
う
で
す
か
。 

あ
な
た
の
発
表 

 

        

～
（
発
表
が
続
く
）
～ 

③
白
石(

司
会) 
 

こ
れ
ま
で
に
多
く
の
質
問
を
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
少
し
考
え
て
も
ら
い
た
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
中
学
校
で
の
部
活
動
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
準
備
を
す
れ
ば
よ
い

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
質
問
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
点
を
ふ
ま
え
て
、
さ
ら
に
質
問
の
内
容

を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

竹
中 

 
 
 
 

「
部
活
動
を
決
め
る
の
は
、
入
学
し
て
す
ぐ
な
の
か
。
い
つ
ま
で
に
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。」
と

質
問
を
し
た
い
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
～(

中
略)

～
か
ら
で
す
。 

～
（
話
し
合
い
が
続
く
）
～ 

 

ア 

チ
ャ
レ
ン
ジ
問
題 

十
二
月(

師
走) 

一 

 



 

 

  
 

         
 

      

※
◆
の
印
か
ら
書
き
ま
し
ょ
う
。
と
ち
ゅ
う
で
行
を
変
え
な
い
で
、
続
け
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

           
 

 
 

              

     

      ◆ 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

 60字 100字 

①
白
石(

司
会)

さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
出
さ
れ
た
五
つ
の
質
問
を
二
つ
の
ま
と
ま
り
に
分
け
て
い
ま
す
。【
話
し
合
い
の
様
子
】 

の 
 
 
 

の
中
の
１
か
ら
５
ま
で
の
質
問
を
、 

Ａ 
 

に
三
つ
、 

Ｂ 
 

に
二
つ
に
な
る
よ
う
に
分
け
、
そ
の
番
号
を
書
き

ま
し
ょ
う
。 

②
白
石(

司
会)

さ
ん
は
、
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
に
、
資
料
「
部
活
動
に
対
す
る
満
足
度
」
を
も
と
に
し
て
、
中
学
生
に
対
す
る

質
問
を
出
し
て
も
ら
お
う
と
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
な
ら
、 

 
 
 

の
と
こ
ろ
で
ど
の
よ
う
な
質
問
を
考
え
て
発
表
し
ま
す
か
。

次
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

部
活
動
の
種
類
と
人
数
に
関
す
る
質
問 

… 

  

部
活
動
の
曜
日
と
時
間
に
関
す
る
質
問 

… 

 

 

Ａ
〔 

 
 

〕・〔 
 
 

〕・〔 
 
 

〕 

 

Ｂ
〔 

 
 

〕・〔 
 
 

〕 

 

ア 

〃
条
件
〄 

○ 

資
料
の
中
の
中
学
二
年
生
の
割
合
と
中
学
三
年
生
の
割
合
を
比
べ
て
ち
が
う
こ
と
、
あ
る
い
は
両
方
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
を

取
り
上
げ
て
、
質
問
を
し
た
い
こ
と
を
は
っ
き
り
と
書
く
こ
と
。（
割
合
に
つ
い
て
は
、「
％
」
と
表
記
し
て
も
よ
い
。）  

○ 

六
十
字
以
上
、
百
字
以
内
に
ま
と
め
て
、
発
表
す
る
よ
う
に
書
く
こ
と
。 

 

③
白
石(

司
会)

さ
ん
の 

 

部
の
発
言
は
、
ど
の
よ
う
な
ね
ら
い
を
も
っ
て
い
ま
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も

の
を
、
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

１ 

立
場
の
ち
が
う
人
の
発
言
を
求
め
、
公
平
な
話
し
合
い
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

２ 

た
が
い
の
考
え
の
ち
が
い
を
比
べ
て
、
一
つ
の
考
え
に
ま
と
め
よ
う
と
し
て
い
る
。 

３ 

話
し
合
い
の
目
的
を
確
か
め
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
発
言
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
。 

４ 

こ
れ
ま
で
に
出
さ
れ
た
考
え
を
ま
と
ま
り
ご
と
に
整
理
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

 

 
 

三 二 一 







 

 

〔参考〕過去の調査における正答率 

問題番号 調査の名称(実施学年) 正答率（％） 

一 
一 

平成 24年度 全国学力・学習状況調査（６年） 

84.4 

二 52.9 

三 52.5 

 

〔参考〕出題の趣旨 

一 
立場や意図を明確にし，情報を整理したり，資料を読み取ったりしながら，計画的に話し合うこと

ができるかどうかをみる。 

 

〔参考〕解答類型と反応率 

問題
番号 

解答類型 
反応率
（％） 

自校の

反応率 

正

答 

一 
 

一 1 ・Ａに１・３・４，Ｂに２・５と解答しているもの 
（Ａ・Ｂのそれぞれは順不同） 

84.4 
 

◎ 

9 ・上記以外の解答 13.1   

0 ・無解答 2.4   

二 （正答の条件）  
次の条件を満たして解答している。 
①中学生に対して質問をしたい内容と質問の記述形式の二つを満たしている。 
a 質問をしたい内容として，資料の中の中学二年生の割合と中学三年生の割合の両方に触れ，
「比べて違うこと」，あるいは「両方に共通していること」を取り上げている。 
b 質問をしたい内容を中学生に明確に伝わるような記述形式にして書いている。 

② 60字以上，100字以内で書いている。 

１ ・条件① b，②を満たしているもののうち，条件① a について

は，割合の数値を用いているもの（例示の下線部は関係箇所）  

（例１）  

○「満足していない」の割合をみると，中学三年生の三％に対

して，中学二年生は十％で七％も高くなっています。そのこ

とから，中学二年生に「中学三年生よりも満足度が低いのは

なぜですか。」と質問をしたいです。（98字）   

→上記の例は，中学二年生の割合と中学三年生の割合を比べて

違うことを取り上げ，数値を用いて書いている。 

（例２）  

○「満足している」と「どちらかというと満足している」の割

合を合わせると，中学二年生も中学三年生も七十％以上で

す。そのことから，両学年に「部活動のどんなところに満足

しているのですか。」と質問をしたいです。（100字）  

→上記の例は，中学二年生の割合と中学三年生の割合の両方に

共通していることを取り上げ，数値を用いて書いている。 

22.1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◎ 

 ・条件① b，②を満たしているもののうち，条件① a について

は，割合の数値を用いていないもの（例示の下線部は関係箇所）  

（例１）  

○「満足している」の割合をみると，中学二年生よりも中学三

年生のほうが高くなっています。そのことから，中学三年生

に「中学二年生よりも満足度が高くなるのはなぜですか。」

と質問をしたいです。（91字）  

→上記の例は，割合の数値を用いていないが，中学二年生の割

合と中学三年生の割合を比べて違うことを的確に取り上げ

て書いている。 

30.8 

  

○ 

1 

2 



 

 

（例２）  
○「満足している」と「どちらかというと満足している」の割
合を合わせると，中学二年生も中学三年生も満足度が高いと
いえます。そのことから，両学年に「満足している理由は何
ですか。」と質問をしたいです。（96字）  

→上記の例は，割合の数値を用いていないが，中学二年生の割
合と中学三年生の割合の両方に共通していることを的確に
取り上げて書いている。 

    ・条件①（a+b）は満たしているが,条件②は満たしていないも 
（例）  

○「満足している」の割合は，中学二年生よりも中学三年生の
ほうが高い。そこで，「高くなるのはなぜか。」と質問をした
いです。（59字） 

2.3 

 
 

 

 

・条件①aは満たしているが，条件①bは満たしていないもの 
（例１の下線部は関係箇所） 
条件①bは満たしているが，条件①aは満たしていないもの 
（例２・例３の下線部は関係箇所） 

＊条件②を満たしているかどうかは不問とする。 
（例１）  
○「満足している」と「どちらかというと満足している」の割
合を合わせると，中学二年生が七十四％，中学三年生が八十
四％になります。中学三年生の割合のほうが十％も高くなっ
ていることが分かりました。（95字） 

→上記の例は，資料の内容を的確に捉え，割合の数値を用いて
いるが，それを自分が分かったこととして書いているだけ
で，質問をしたい内容を中学生に明確に伝わるような記述形
式にしていない。 

（例２）  
○中学三年生の「満足している」と「どちらかというと満足し
ている」の割合を合わせると，八十四％もあります。そのこ
とから，中学三年生に「部活動に入ってどんなところがよか
ったのですか。」と質問をしたいです。（99字） 

→上記の例は，質問をしたい内容を中学三年生に明確に伝わる
ような記述形式にしているが，中学二年生の割合は取り上げ
ていない。 

（例３）  
○「満足していない」の割合は，中学二年生が三％，中学三年
生が十％です。そのことから，満足していない人たちに「ど
のようなところに満足できないのですか。」と質問をしたい
です。（84字） 

→上記の例は，質問をしたい内容を中学生に明確に伝わるよう
な記述形式にしているが，「満足していない」の割合は，実
際には中学二年生が十％，中学三年生が三％であり，事実を
誤って捉えている。 

25.0 

 
 
 

 

 

 ・上記以外の解答 5.4   

 ・無解答 14.4   

三 1 ・１と解答しているもの 8.9   

2 ・２と解答しているもの 15.9   

3 ・３と解答しているもの 52.5  ◎ 

4 ・４と解答しているもの 15.0   

9 ・上記以外の解答 0.2   

0 ・無解答 7.5   

 

０ 

3 

4 

9 


